






未熟児医療の進歩により超未熟児・極小未熟児の救命率は向上しているが,予後については

解明されるべき問題が多い。光療法が開発されて四半世紀を経過したが,光療法児の長期追

跡調査については十分ではなく,特に超未熟児・極小未熟児についての報告は極めて少ない

。 

今回超未熟児・極小未熟児の黄疸と光療法との関係,光療法を受けた児の身体発育・精神運

動発達について検討したので報告する。 


